
日
本
生
産
性
本
部

主
席
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

木
下

耕

二

一有
益
な
研
修
（Ｏ
ｆ
ｆ
上

一Ｊ
Ｔ
）
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
一

人
材
育
成
ブ
ー
ム
で
あ
る
。

ブ
ー
ム
は
歓
迎
し
た
い
。
し
か

し
、
「浮
か
れ
て
は
な
ら
な
い
」

と
自
戒
し
て
い
る
。
ブ
ー
ム
の

中
、
研
修

（Ｏ
ｆ
ｆ
ｌ
Ｊ
Ｔ
）

に
対
す
る
批
判
が
目
立
つ
。
研

修
を
生
業
と
し
て
い
る
者
と
し

て
胸
が
痛
む
。
腹
が
立
つ
こ
と

も
あ
る
。
今
さ
ら
言
う
こ
と
で

も
な
い
こ
と
だ
が
、
有
益
な
研

修
と
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を

述
べ
た
い
。

１
，
研
修
の
目
的
・目
標
を
明
確

化
す
る
経
営
に
資
す
る
研
修
を

目
的
ｏ
目
標
が

， ■
■
・
　

は

っ
き
り
し
な

一
■
‥
固

い
研
修
が
散
見

戦
略
・　
　
さ
れ
る
。
「何
の

た
め
の
研
修
か

？
」。
研
修
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
常
に
こ
の
問
い
に
愚
直
に
向

き
合
う
必
要
が
あ
る
。

研
修
の
目
的
・目
標
は
何
か
？

研
修
の
目
的
・
目
標
は
組
織
・
企

業
個
々
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ

の
業
容
、
成
長
段
階
、
企
業
を
取

り
巻
く
環
境
、
経
営
課
題
等
が

異
な
る
か
ら
だ
。
と
は
い
え
、

研
修
の
目
的
・目
標
が

「経
営
に

資
す
る
」
で
あ
る
こ
と
へ
の
帰
結

に
疑
間
を
挟
む
余
地
は
な
い
。

「経
営
に
資
す
る
」
と
は
、
で
ヽ

ッ
シ
ョ
ン
達
成
や
収
益
性
向
上
・

財
務
状
況
改
善
に
貢
献
す
る
」

「経
営
課
題
の
達
成
に
貢
献
す

る
」
で
あ
る
。

２
．
経
営
を
知
る

「研
修
の
目
的
ｏ
目
標
は
経
営

に
資
す
る
」
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

有
益
な
研
修
の
企
画
・実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
″経
営
を
知
る

（的

確
に
把
握
す
る
γ
必
要
が
あ
る
。

そ
の
組
織
・企
業
（の
経
営
課
題
）

を
よ
く
分
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
経
営

機
能
の
観
点
か
ら
組
織
・企
業
を

診
断
で
き
る
力
（Ｍ
Ｂ
Ａ
的
知
識

等
）
・
豊
富
な
診
断
経
験
、
十
分

な
ヒ
ア
リ
ン
グ
カ
等
が
必
須
で

あ
る
。

３
．
人
材
育
成
関
連

機
能
の
連
動
。
相
乗
効

果
発
揮
を

研
修
で
は
解
決
で
き

な
い
問
題
・
課
題
を
研

修
で
解
決
し
よ
う
と
し

一
て
い
る
ケ
ー
ス
と
遭
遇

一
す
る
。
研
修
は
万
能
で

一
は
な
い
。
研
修
だ
け
が

一
解
決
策
で
は
な
い
。
研

一
修
で
解
決
で
き
る
か
否

一
か
の
判
断
の
上
、
解
決

一
で
き
な
い
な
ら
ば
他
の

一
手
段
の
選
択
を
模
索
す

一
る
必
要
が
あ
る
。

一　
研
修
は
万
能
で
は
な

一
い
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、

一
研
修
は
、
基
本
的
に

一
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
自
己
啓

一
発
と
相
互
補
完
的
に
実

一
施
す
べ
き
で
あ
る
。
さ

一
ら
に
言
え
ば
、
評
価
制

一
度
、
異
動
・
配
置
、
処

一
遇
、
採
用
な
ど
と
、
も

一
っ
と
大
き
く
言
え
ば
、

一
経
営
戦
略
と
連
動

（例

一
＝
負
け
犬
事
業
で
の
修

一
羅
場
経
験
を
研
修
で
振

り
返
る
）
さ
せ
る
こ
と
な
ど
も
視

野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

４
．実
際
の
経
営
課
題
・
業
務

課
題
を
教
材
に

経
営
に
資
す
る
研
修
と
す
る

た
め
に
、
実
際
の
経
営
課
題
・業

務
課
題
を
研
修
の
教
材
と
す
る
。

実
践
を
通
じ
た
学
習
が
研
修
を

有
益
な
も
の
と
す
る
上
で
の
鍵

で
あ
る
。

５
，
研
修
の
効
果
を
測
定
・
評

価
す
る

費
用
（投
資
）対
効
果
の
測
定
・

評
価
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
で
あ

る
。
研
修
も
、
「人
材
の
育
成
は

中
長
期
的
に
取
り
組
む
べ
き
（な

の
で
短
期
的
な
効
果
の
測
定
・評

価
に
は
な
じ
ま
な
い
ビ

な
ど
の

考
え
方
も
あ
る
が
、
例
外
で
は

な
い
。
測
定
・
評
価
の
研
究
・
実

践
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

研
修
効
果
の
測
定

・
評
価
に

は
、
「測
定
し
た
い
こ
と
を
正
確

に
測
定
で
き
る
か
？

（妥
当

性
と

な
ど
の
課
題
が
存
在
す

る
。
「効
果
の
測
定
・
評
価
が
説

明
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
な
ら

研
修
の
予
算
取
り
を
認
め
な

い
」
と
い
っ
た
本
末
転
倒
の
発

想
に
至
る
経
営
層
・
幹
部
が
存

在
す
る
現
実
も
あ
る
。
こ
れ
ら

の
課
題
・
現
実
に
対
し
て
は
十

分
な
留
意
・
対
策
が
必
要
で
あ

る
。


